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 第１章 斑鳩町の現状と都市づくりの課題 

１．斑鳩町の現状 

（１）斑鳩町の位置となりたち 

本町の行政区域は南北 6.4km、東西 4.4km、面積 14.27k ㎡のコンパクトな町で、奈良

県の北西部を占める奈良盆地の北西部、矢田丘陵の南にわたる地域に位置しています。 

町の四周は、北部に生駒市、北東部に大和郡山市、南東部に安堵町、南部に河合町、南西部

に王寺町、西部には三郷町、平群町と隣接し、大阪市へは約 25km、奈良市へは約 15km の

距離にあります。 

大阪市、奈良市とは本町唯一の鉄道駅となるＪＲ法隆寺駅からＪＲ関西本線によって結ば

れています。また、本町の南側には、大和川をへだてて西名阪自動車道の法隆寺インターチ

ェンジが位置しており、広域と結ばれています。 

本町は、昭和 22（1947）年に龍田町、法隆寺村、富郷村の３町村が合併してできた町で

あり、法隆寺を中心に栄えた西里や東里をはじめとする門前町、龍田など旧街道に沿って発

展した街道町、そして、平地部を中心に点在する農家集落で構成されていました。 

昭和 30 年代の後半から急激な都市化の波が押し寄せ、農地の宅地化がすすみ、現在では

市街地の大半において戸建住宅が建ち並んでいます。また、近年では、戸建住宅に比較する

と数は少ないものの、一部、マンションの立地もみられます。 
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（２）人口と世帯の推移 

① 総人口の推移 

斑鳩町の人口は、ベビーブーム等にともなって昭和 22（1947）年に人口が大きく増加

し、その後、高度経済成長を背景に、昭和 40（1965）年から昭和 55（1980）年にか

けて大きく増加しました。 

平成 12（2000）年に 28,566 人でピークを迎えた後は緩やかな減少に転じ、平成 27

（2015）年には 27,303 人となっています。 

 

人口と人口変化率の推移 
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② 人口構成比の推移 

年齢3区分別の人口構造の推移をみると、65歳以上の老年人口の割合が昭和55（1980）

年から平成 27（2015）年までの 35 年間で 20.5 ポイント増加している一方で、０～

14 歳の年少人口の割合は 12.1 ポイント減少しており、少子高齢化が進行しています。 

従属人口指数は、平成 7（1995）年に減少のピークを迎えた後増加に転じ、平成 27

（2015）年には 74.7 と過去 10 年において特に大きく増加しています。 

 

年齢３区分別人口構造と従属人口指数の推移 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

従属人口指数とは、生産年齢人口（15～64 歳）に対する年少人口（0～14 歳）、老年人口

（65 歳以上）の合計の比率で、働き手である生産年齢人口 100 人が年少人口と老年人口を

何人支えているかを示すものです。 

資料：国勢調査 
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人口ピラミッドの形状をみると、斑鳩町では、全国と同様に、少子高齢化がすすんだ社

会に見られる「つぼ型」と呼ばれる形状になっています。 

平成 27（2015）年の５歳階級別人口構造をみると、平成 7（1995）年と比べ、団

塊の世代 ＊である 65 歳から 74 歳の人口が突出して多くなっており、少子高齢化の進行

が加速するものと予測されます。 

 

５歳階級別人口構造 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：国勢調査 
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高齢者ひとり暮らし世帯 464 5.0 641 6.7 880 8.6 1,137 11.0
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③ 世帯の推移 

斑鳩町の総世帯数は増加傾向にあります。また、同様に高齢者（65 歳以上）のいる世

帯も増加しており、平成 27（2015）年には 5,086 世帯、全体の 49.3％が高齢者のい

る世帯となっています。そのうち高齢夫婦のみの世帯が 17.0％、高齢者ひとり暮らし世

帯が 11.0％と増加しています。 

一方で、18 歳未満の児童のいる世帯数は、平成 12（2000）年以降は減少傾向にあ

ります。平成 27（2015）年には 2,644 世帯、全体の 25.6％が 18 歳未満の児童のい

る世帯となっています。 

 

総世帯数と 18歳未満の児童または高齢者のいる世帯の推移 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

資料：国勢調査 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

資料：国勢調査 
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④ 自然動態の推移 

平成 27（2015）年～令和元（2019）年の５年間の出生・死亡者数をみると、出生数・死

亡者数ともに増減を繰り返しながら推移していますが、自然増減数については一貫して自然減

となっており、令和元（2019）年には 79 人の自然減となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤ 社会動態の推移 

平成 27（2015）年～令和元（2019）年の５年間の転入・転出者数をみると、転入者数、

転出者数ともに増減を繰り返しながら推移しています。社会増減数については、平成 28

（2016）年以降社会増で推移しており、令和元（2019）年には 82 人の社会増となってい

ます。 
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（３）産業の状況 

① 農業の状況 

平成 27（2015）年時点の農家数は 483 戸、農家世帯員数は 806 人となっています。

農家数および農家世帯員数は減少傾向となっており、それにともない、経営耕地 ＊面積も

減少傾向にある一方、耕作放棄地は増加傾向にあります。 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

資料：農林業センサス 
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② 商業の状況 

平成 28（2016）年時点の商業（卸売り業・小売業）に関する商店数は 166 店、従業

員数は 1,125 人、年間販売額は 21,798 百万円となっています。 

平成 21（2009）年以降調査対象、調査方法、分類方法等に変更があったため、平成 19

（2007）年までのデータとは単純に比較できないものの、商店数、従業員数、年間販売

額、売り場面積ともに平成 19（2007）年から平成 24（2012）年にかけて減少してき

ましたが、売り場面積を除き平成 26（2014）年以降は増加しています。 

 

 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 

資料：商業統計調査、経済センサス 
 

注：平成 21（2009）年の「経済センサス－基礎調査」では年間販売額、売場面積については調査項目なし。 
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③ 製造業の状況 

令和元（2019）年時点の事業所数は 36 事業所、従業者数は 980 人、製造品出荷額等

は 19,618 百万円となっています。 

従業員数、製造品出荷額等とも増減を繰り返しながら推移してきましたが、令和元

（2019）年には増加しています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

資料：工業統計調査 
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④ 観光の状況 

本町の推計観光客数は、平成 28（2016）年度に推計観光客数の計算方法を国の計算方

法に合わせたことから大きく変化しています。その後減少傾向で推移し、令和元（2019）

年度には約 97 万４千人となっています。 

月別の推計観光客数としてみると、５月が最も多く、次いで 10 月となっており、春と秋の

シーズン型観光地となっています。 

 

推計観光客数 
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資料：斑鳩町まちづくり政策課 

 

資料：斑鳩町まちづくり政策課 
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（４）土地利用の状況および規制 

本町の土地利用の状況は、山林が 3 割、田、畑、水面等が 3 割、住宅用地、道路用地等、

都市的な利用が 4 割程度と、バランスの取れた土地利用がなされています。 

本町は、行政区域全域が大和都市計画区域 ＊に含まれ、市街化区域 ＊と市街化調整区域 ＊と

の線引きがなされており、町域に対する割合は、市街化区域 ＊が約 3 割、市街化調整区域 ＊

が約 7 割となっています。 

市街化区域 ＊において指定されている用途地域 ＊は、そのほとんどが住居系となっていま

す。住居系の用途地域 ＊以外には、近隣商業地域 ＊と準工業地域 ＊の指定がなされています。 

本町北部の山林部は、矢田斑鳩近郊緑地保全区域 ＊、平群谷環境保全地区 ＊および県立矢田

自然公園 ＊に指定されています。また、山林部の南部から法隆寺周辺を含む山すそまでと竜

田川から三室山にかけての一帯は、風致地区 ＊に指定されており、さらに重ねて、法隆寺の境

内地とその裏山は歴史的風土特別保存地区 ＊に、その周辺部は歴史的風土保存区域 ＊に指定

され、自然環境や歴史的風土の保全がはかられています。 

 

土地利用割合 

  
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

資料：平成 26（2014）年都市計画基礎調査 

  

田 畑 山林 水面 その他自然地

住宅用地 商業用地 工業用地 公共・公益用地 道路用地

交通施設用地 公共空地 その他の空き地

22.1 5.8 40.7 

4.6

3.4
4.1

0.2

1.3 

4.1

6.3

0.4

1.7

5.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

市街化調整

区域

11.0 5.4 

0.5 

1.8

0.8

48.0

4.3

3.4 
4.9

13.8

0.6

2.0

3.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

市街化区域

18.8 5.6 28.9 
3.8

2.6
17.0

1.4

1.9 

4.4

8.5

0.4

1.8

4.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全 町

都市的土地利用 

都市的土地利用 自然的土地利用 

都市的土地利用 

自然的土地利用 

自然的土地利用 

3.4 
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斑鳩町都市計画図 
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都市計画および各種法適用状況 

 

区分 
面 積
（ha） 

構成比
（%） 

備考 

都市計画区域 ＊ 1,427.0 100.0 都市計画法 

 市街化区域 ＊ 418.2 29.3 都市計画法 

 市街化調整区域 ＊ 1,008.8 70.7 都市計画法 

用途地域 ＊ 418.2 29.3 都市計画法 

 第１種低層住居専用地域 ＊ 94.2 6.6  

 第１種中高層住居専用地域 ＊ 129.3 9.1  

 第１種住居地域 ＊ 153.1 10.7  

 第２種住居地域 ＊ 3.6 0.3  

 近隣商業地域 ＊ 24.1 1.7  

 準工業地域 ＊ 13.9 1.0  

法隆寺周辺地区特別用途地区 ＊ 24.9 1.7 都市計画法 

高度地区 ＊ 324.0 22.7 都市計画法 

準防火地域 ＊ 24.1 1.7 都市計画法 

風致地区 ＊ 628.4 44.0 斑鳩町風致地区条例 ＊ 

 第１種風致地区 80.9 5.7  

 第２種風致地区 376.3 26.4  

 第３種風致地区 171.2 12.0  

歴史的風土特別保存地区 ＊ 80.9 5.7 
古都における歴史的風土の保存
に関する特別措置法 

歴史的風土保存区域 ＊ 536.0 37.6 
古都における歴史的風土の保存
に関する特別措置法 

県立矢田自然公園 ＊ 61.0 4.3 自然公園法 

平群谷環境保全地区 ＊ 34.0 2.4 自然環境保全法 

矢田斑鳩近郊緑地保全区域 ＊ 124.5 8.7 
近畿圏の保全区域の整備に関す
る法律 

（令和 2 年 3月 31 日現在） 
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（５）都市基盤・生活基盤の整備状況 

① 都市施設の整備状況 

本町において、都市計画決定されている都市施設（道路を除く）は以下の表のとおりで

す。 

 

都市施設一覧 

 

種類 名 称 
都市計画 

決定年月日 
都市計画決定事項 

公園 
ふるさと上宮歴史公園 
（上宮遺跡公園） 

H3.11.12 面積=約 0.6ha 

緑地 ＊ 大和川第一緑地 
S47.12.26(当初) 

S48.8.28(変更後) 

面積=約 4.1ha(当初) 

面積=約 29.4ha(変更後) 

緑地 ＊ 竜田川緑地 
S57.12.21(当初) 

H8.10.25(変更後) 

面積=約 13.9ha(当初) 

面積=約 14.0ha(変更後) 

広場 法隆寺門前広場 S45.12.23 面積=約 0.5ha 

汚物処理場 斑鳩町汚物処理場 S51.8.6 
面積=約 0.39ha 

処理能力=36kl/日 

ごみ焼却場 斑鳩町衛生処理場 ※ S55.12.2 
面積=約 0.5ha 

処理能力=40ｔ/日 

ごみ処理施設 斑鳩町ごみ破砕処理場 ※ S58.11.7 
面積=約 0.2ha 

処理能力=10t/日 

火葬場 斑鳩町火葬場 H6.8.3 
面積=約 0.6ha 

火葬炉 3基 

自転車駐車場 
斑鳩町法隆寺駅前自転車

駐車場 
S55.12.2 

面積=約 0.06ha 

収用台数=250台 

※令和 2 年 3月 31 日現在、休止 

（令和 2 年 3月 31 日現在） 

  



20 
 

 

② 都市計画道路の整備状況 

本町において、都市計画決定されている道路は 5 路線となっています。 

このうち、「法隆寺門前線」および「法隆寺藤ノ木線」は整備が完了しています。 

「郡山斑鳩王寺線」は国の直轄事業（いかるがパークウェイ）として整備がすすめられ

ており、小吉田モデル区間（約 400ｍ）とモデル区間に隣接する稲葉車瀬区間（約 700m）

の整備が完了しています。また、三室紅葉ヶ丘区間についても整備がすすみ、本線部分の

一部（約 400ｍ）が供用開始しています。 

「法隆寺線」は、680m の整備が完了しています。 

「安堵王寺線」は未着手となっています。 

 

都市計画道路整備率 

 

名 称 
計画決定 

年月日 
計画幅員 

計画延長 

（A） 
供用延長(B) 

整備率

(B/A) 

郡山斑鳩王寺線 

（いかるがパー

クウェイ） 

（当初）

S42.8.25 

（変更）

H28.12.9 

18m～22m 
（当初）5,250m 

（変更後）5,150m 

1,500m 

（うち一部供用 

400m） 

29.13% 

法隆寺線 S42.8.25 16m 3,300m 680m 20.61% 

安堵王寺線 S42.8.25 16m～18m 2,950m 0m 0% 

法隆寺門前線 S42.8.25 52m 360m 360m 100% 

法隆寺藤ノ木線 H11.11.8 3.0m～6.2m 527m 527m 100% 

（令和 2 年 3月 31 日現在） 
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③ 公園の整備状況 

都市公園が 48 箇所、面積は約 19ha で一人当たりの公園面積は 6.9 ㎡となっていま

す。(平成 27 年国勢調査人口)この他、住宅開発などにともない整備された「子どもの広場」

が 9 箇所、0.2ha あります。 

都市計画決定がなされている公園は、「ふるさと上宮歴史公園（上宮遺跡公園）」の 1 箇

所、緑地 ＊は「大和川第一緑地」、「竜田川緑地」の 2 箇所、広場は、「法隆寺門前広場」の

1 箇所となっています。 

 

都市公園・子どもの広場の状況 

 

区分 
箇所数 

（箇所） 
合計面積 
（ha） 

住民１人当りの 
面積（㎡/人） 

都市公園 48 18.9 6.92 

子どもの広場 9 0.2 0.08 

合計 57 19.1 7.00 

（令和 2 年 3月 31 日現在） 

 

都市計画公園・緑地 ＊等 

 

区分 

供 用 

箇所数 

（箇所） 

面 積 

（ha） 

公園 1 0.6 

緑地 ＊ 2 16.1 

広場 1 0.4 

（令和 2 年 3月 31 日現在） 
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④ 公共下水道の整備状況 

公共下水道の都市計画決定区域約 485ha の内、事業認可区域は約 386ha です。その

うち供用区域は令和元（2019）年度時点で約 247ha で、普及率 ＊は 63.4%、接続率 ＊

は 70.0%となっています。 

 

公共下水道の概要 

 

年別 

全体計画区

域内人口 ※ 

（人） 

Ａ 

供用人口 

（人） 

Ｂ 

普及率 ＊ 

（％） 

Ｂ／Ａ 

接続人口

（人） 

Ｃ 

接続率 ＊ 

（％） 

Ｃ／Ｂ 

平成 25 年度（2013） 28,375 13,126 46.3 8,553 65.2 

平成 26 年度（2014） 28,243 13,641 48.3 9,058 66.4 

平成 27 年度（2015） 28,204 14,597 51.8 9,788 67.1 

平成 28 年度（2016） 28,205 14,750 52.3 10,813 73.3 

平成 29 年度（2017） 28,301 15,659 55.3 10,898 69.6 

平成 30 年度（2018） 28,319 16,667 58.9 11,457 68.7 

令和元年度（2019） 28,164 17,846 63.4 12,484 70.0 

※全体計画区域内人口は住民基本台帳人口を基に算出 
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42.9

42.7

45.0

55.8

55.4

54.6

1.2

2.0

0.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

平成30年度調査

（回答者数=813）

平成27年度調査

（回答者数=757）

平成20年度調査

（回答者数=957）

 

２．住民意向調査からみられる現状 

（１）調査の概要 

① 調査の目的 

町の将来を展望したまちづくりの基本となる「第５次斑鳩町総合計画」「斑鳩町都市計画

マスタープラン」の策定作業の基礎資料として、調査を実施したものです。 

② 調査対象 

町内にお住まいの 18 歳以上の方 2,000 名を無作為抽出 

③ 調査期間 

平成 30（2018）年 12 月４日から平成 30（2018）年 12 月 31 日 

④ 調査方法 

郵送による配布・回収 

⑤ 回収状況 

配 布 数 有効回収数 有効回収率 

2,000 通 813 通 40.7％ 

⑥ その他 

「平成 20 年度調査」と記載しているものについては「第４次斑鳩町総合計画」策定の

基礎資料として、「平成 27 年度調査」と記載しているものについては「第４次斑鳩町総合

計画・後期基本計画」策定の基礎資料として実施したアンケート調査を表しています。 

 

（２）調査結果 

１）回答者属性 

① 性別 

「男性」の割合が 42.9％、「女性」の割合が 55.8％とやや女性が多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

  

男性 女性 無回答
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1.5

1.3

1.4

6.3

7.1

8.0

12.2

11.5

13.0

12.9

14.8

15.2

12.5

14.1

16.4

17.5

21.0

22.0

36.8

28.4

23.8

0.4

1.7

0.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

平成30年度調査

（回答者数=813）

平成27年度調査

（回答者数=757）

平成20年度調査

（回答者数=957）

0.9

0.5

1.4

4.3

5.0

5.9

20.9

22.2

23.2

5.0

6.7

5.9

11.8

10.2

10.8

0.2

0.1

0.6

14.3

20.2

14.9

3.0

3.3

3.2

34.9

27.2

29.7

3.9

2.1

3.9

0.7

2.4

0.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

平成30年度調査

（回答者数=813）

平成27年度調査

（回答者数=757）

平成20年度調査

（回答者数=957）

11.1

11.5

11.8

21.0

17.6

18.6

17.6

20.1

22.5

38.5

40.3

36.5

11.8

10.6

10.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

平成30年度調査

（回答者数=813）

平成27年度調査

（回答者数=757）

平成20年度調査

（回答者数=957）

 

② 年齢 

「70 歳以上」の割合が 36.8％と最も高く、次いで「60 代」の割合が 17.5％となって

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 職業 

「無職」の割合が 34.9％と最も高く、次いで「会社員」の割合が 20.9％、「家事従事

者」の割合が 14.3％となっています。 
  
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

④ 通勤・通学地 

「通勤・通学している（斑鳩町+奈良県内+奈良県外）」は 49.7％で約半数を占め、「通勤・

通学していない」の割合が 38.5％となっています。 
 
 

 

 

 

 

 

  

農業 自営業 会社員

公務員・団体職員 パート・アルバイト・内職 派遣社員

家事従事者 学生 無職

その他 無回答

斑鳩町内 奈良県内 奈良県外 通勤・通学していない 無回答

10代 20代 30代 40代 50代 60代 70歳以上 無回答



25 
 

4.1

2.9

3.8

5.5

4.5

4.7

7.1

6.5

6.4

12.8

12.5

15.4

14.6

17.7

18.3

55.2

53.8

50.7

0.6

2.1

0.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

平成30年度調査

（回答者数=813）

平成27年度調査

（回答者数=757）

平成20年度調査

（回答者数=957）

39.9

40.0

39.3

12.3

13.3

14.3

46.6

43.7

43.7

1.2

2.9

2.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平成30年度調査

（回答者数=813）

平成27年度調査

（回答者数=757）

平成20年度調査

（回答者数=957）

西部地域 北部地域 東部地域 無回答

 

⑤ 居住年数 

「３０年以上」の割合が 55.2％と最も高くなっています。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑥ 居住地区 

「東部地域」の割合が 46.6％と最も高く、次いで「西部地域」の割合が 39.9％、「北部

地域」の割合が 12.3％となっています。 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

地区 地域 人口構成 

西部地域 
龍田北、龍田、龍田西、龍田南 2～６丁目、小吉田１～2 丁

目、稲葉車瀬、稲葉西、神南 
41.8％ 

北部地域 
法隆寺西、法隆寺、法隆寺山内、法隆寺北、法隆寺東、幸前

1 丁目、大字三井、大字岡本、大字法隆寺 
12.9％ 

東部地域 

龍田南１丁目、五百井、服部、法隆寺南、東福寺、興留、興

留東、阿波、高安西、高安、大字高安、幸前２丁目、目安、

目安北、大字目安 

45.3％ 

２年未満 ２年以上５年未満 ５年以上１０年未満

１０年以上２０年未満 ２０年以上３０年未満 ３０年以上

無回答
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9.1

6.7

5.4

38.7

31.6

34.0

42.9

44.1

44.7

7.0

11.9

11.8

1.8

2.8

2.9

0.4

2.9

1.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

平成30年度調査

（回答者数=813）

平成27年度調査

（回答者数=757）

平成20年度調査

（回答者数=957）

12.9

16.9

49.2

6.3

25.6

12.7

16.9

45.6

9.5

29.2

9.6

17.5

41.9

7.4

35.9

0 10 20 30 40 50 60

6歳未満の子がいる世帯

6歳以上18歳未満の子がいる世帯

65歳以上の方がいる世帯

介護を要する方がいる世帯

上記の家族がいない世帯及び無回答

平成30年度調査（回答者数=813） 平成27年度調査（回答者数=757） 平成20年度調査（回答者数=957）

% % % % %

84.3

84.9

86.5

3.3

3.4

2.2

1.4

1.8

1.4

9.8

6.5

7.9

0.1

1.1

0.5

0.6

0.3

0.9

0.5

2.0

0.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

平成30年度調査

（回答者数=813）

平成27年度調査

（回答者数=757）

平成20年度調査

（回答者数=957）

 

⑦ 世帯構成 

「親と子（２世代）世帯」の割合が 42.9％と最も高く、次いで「夫婦世帯」の割合が

38.7％となっています。 
 
 
 
 
 
 
 
 

⑧ 家族の状況 

「６５歳以上の方がいる世帯」の割合が 49.2％と高くなっています。また、「介護を要

する方がいる世帯」の割合が 6.3％となっています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

⑨ 住居の状況 

「持ち家（一戸建）」の割合が 84.3％と最も高くなっています。 
 
 
 
 
 
 
 
  

単身世帯 夫婦世帯 親と子（２世代）世帯

親と子と孫（３世代）世帯 その他 無回答

持ち家（一戸建） 持ち家（共同住宅） 賃貸住宅（一戸建）

賃貸住宅（共同住宅） 社宅・寮 その他

無回答



27 
 

38.0

33.3

30.1

46.0

47.8

48.5

4.1

2.9

5.4

1.6

1.6

2.6

9.8

13.6

9.6

0.5

0.8

3.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

平成30年度調査

（回答者数=813）

平成27年度調査

（回答者数=757）

平成20年度調査

（回答者数=957）

78.6

72.3

2.7 7.0

3.6

11.2

22.3

0.5

1.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平成30年度調査

（回答者数=813）

平成27年度調査

（回答者数=757）

これからも斑鳩町に住み続けたい 町外に引越す予定がある

引越す予定はないが、引越したい わからない

無回答

75.2 7.1 15.7 2.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平成20年度調査

（回答者数=957）

今後も暮らしたい 暮らしたいとは思わない 何とも言えない 無回答

 

２）斑鳩町の暮らしやすさ 

① 斑鳩町の住みごこち 

「どちらかというと住みよい」の割合が 46.0％と最も高く、次いで「住みよい」の割合

が 38.0％となっています。 

「住みよい」「どちらかというと住みよい」を合わせると、84％となり、平成 20 年度

調査や平成 27 年度調査より、改善しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 今後の居住意向 

「これからも斑鳩町に住み続けたい」の割合が 78.6％と最も高く、平成 27 年度調査と

比較すると、「これからも斑鳩町に住み続けたい」の割合が増加しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

住みよい どちらかというと住みよい

どちらかというと住みにくい 住みにくい

どちらともいえない 無回答
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65.9

64.8

55.9

44.3

34.3

31.5

24.7

16.9

15.3

14.7

14.7

13.5

11.9

11.7

9.4

8.9

1.9

2.7

0.2

45.0

45.5

36.9

21.0

12.4

14.6

13.7

5.9

7.9

2.0

3.1

13.5

5.3

1.8

6.9

2.2

0.2

1.8

10.2

59.2

55.8

49.4

26.4

23.9

11.0

21.5

6.4

3.6

4.0

4.3

17.5

4.6

3.3

7.2

3.8

1.3

3.3

0.0

0 20 40 60 80

自然環境が良い

住みなれていて愛着がある

歴史・文化が豊かで個性がある

住環境が良い

買物など日常生活が便利

各種検診や健康診査など

保健事業が充実している

通勤・通学など交通の便が良い

福祉が充実している※

子育てをしやすい

医療施設が充実している

防犯や防災の面で安心できる

地域コミュニティが良い※

子どもの教育環境が良い

行政サービスが充実している

学校や仕事、家族の都合

公共施設が充実している

都市基盤が整っている

その他

無回答

平成30年度調査（回答者数=639）

平成27年度調査（回答者数=547）

平成20年度調査（回答者数=720）

% % % % %

 

③ 今後も暮らしたい理由 

「自然環境が良い」の割合が 65.9％と最も高く、次いで「住みなれていて愛着がある」

の割合が 64.8％、「歴史・文化が豊かで個性がある」の割合が 55.9％となっています。 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

【複数回答】 
平成 30 年度調査では、あてはまるものすべてに〇 
平成 27 年度調査、平成 20 年度調査では、３つまで〇 

※平成 20 年度調査では「福祉の面で安心できる」 

※平成 20 年度調査では「地域での人間関係が良い」 
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44.3

30.4

29.1

29.1

25.3

25.3

20.3

15.2

13.9

12.7

10.1

10.1

5.1

3.8

3.8

2.5

2.5

17.7

2.5

48.1

22.2

33.3

29.6

3.7

11.1

18.5

14.8

7.4

29.6

7.4

0.0

3.7

0.0

0.0

7.4

0.0

14.8

11.1

51.5

32.4

48.5

33.8

11.8

10.3

30.9

10.3

22.1

23.5

20.6

7.4

23.5

5.9

8.8

5.9

7.4

13.2

0.0

0 20 40 60

買物など日常生活が不便

まちの魅力に乏しく、個性がない

医療施設が充実していない

通勤・通学など交通の便が良くない

学校や仕事、家族の都合

愛着がない

都市基盤が整っていない

公共施設が充実していない

地域コミュニティが良くない※

住環境が良くない

行政サービスが充実していない

防犯や防災の面で安心できない

福祉が充実していない※

各種検診や健康診査など

保健事業が充実していない

子育てをしにくい

自然環境が良くない

子どもの教育環境が良くない

その他

無回答

平成30年度調査（回答者数=79）

平成27年度調査（回答者数=27）

平成20年度調査（回答者数=68）

% % % %

 

④ 引越す・引越したい理由（平成２０年度調査では暮らしたくない理由） 

「買物など日常生活が不便」の割合が 44.3％と最も高く、次いで「まちの魅力に乏しく、

個性がない」の割合が 30.4％、「医療施設が充実していない」、「通勤・通学など交通の便

が良くない」の割合が 29.1％となっています。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

【複数回答】 
平成 30 年度調査では、あてはまるものすべてに〇 
平成 27 年度調査、平成 20 年度調査では、３つまで〇 

※平成 20 年度調査では「福祉の面で安心できない」 

※平成 20 年度調査では「地域での人間関係が良くない」 
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３）日頃の意識や日常生活について 

各項目で「あてはまる」、「ややあてはまる」、「ややあてはまらない」、「あてはまらな

い」の四者択一方式で尋ねたところ、以下のとおりとなっています。 

 

「あてはまる」と「ややあてはまる」をあわせた“あてはまる”の割合が高いもの。 

１．「ごみの分別をきちんとしている」 

２．「省エネルギーや省資源を心がけている」 

３．「斑鳩町に愛着がある」 

４．「斑鳩町に魅力や誇りを感じる」 

５．「町広報紙「斑鳩－いかるが」や町の配布チラシをよく見る」 

 

「あてはまらない」と「ややあてはまらない」をあわせた“あてはまらない”の割合が高いもの。 

１．「近所の公園を利用している」 

２．「他の世代の人や外国人と交流したり、ふれあうことがある」 

３．「防災訓練などに積極的に参加、見学している」 

４．「町が主催するイベントに積極的に参加している」 

５．「日常生活の中で、ＳＮＳ（ｔｗｉｔｔｅｒ・Ｆａｃｅｂｏｏｋ・Ｉｎｓｔａｇｒａｍ

など）を利用している」 

 

 

 

 

 

  

斑鳩町に魅力や誇りを感じる

斑鳩町に愛着がある

普段から健康づくりを心がけている

かかりつけの医者がいる

日常生活の中で、ご近所との関わりがある

自治会に加入している

ごみの分別をきちんとしている

省エネルギーや省資源を心がけている

家具の固定や非常食の備蓄など普段から災害に備えている

防災訓練などに積極的に参加、見学している

二重ロックや外出時の近所への声かけなど普段から防犯を心がけている

趣味や教養、スポーツなどの活動を楽しんでいる

芸術や文化にふれている

図書館や体育館、公民館などの公共施設を利用している

近所の公園を利用している

町が主催するイベントに積極的に参加している

地域の行事やお祭りに積極的に参加している

他の世代の人や外国人と交流したり、ふれあうことがある

町広報紙「斑鳩」や町の配布チラシをよく見る

日常生活の中で、インターネットを利用している

日常生活の中で、SNS（Twitter･Facebook･Instagramなど）を 利用している

31.2

43.9

29.6

48.1

33.1

76.9

87.9

40.8

10.5

8.2

16.0

24.6

13.3

18.6

7.3

6.4

10.8

6.2

43.4

48.5

21.2

51.0

38.4

45.4

21.3

38.4

0.2

10.7

44.0

37.9

21.2

34.3

27.8

27.6

25.7

14.9

24.1

28.8

16.2

35.4

15.9

10.9

10.2

8.4

17.5

13.0

15.6

0.4
11.9

34.9

29.9

28.3

23.0

32.5

21.2

25.8

31.9

28.3

24.5

12.2

5.8

10.9

4.2

6.9

4.7

15.5

10.8

18.3
0.2

1.2

15.3

38.5

19.6

23.1

24.1

33.0

50.1

35.9

30.5

51.3

7.9

28.0

55.0

3.3

2.5

2.8

2.1

2.1

4.6

0.7

2.0

1.5

2.2

1.8

1.5

2.6

1.6

2.0

1.7

1.6

1.8

1.1

1.8

2.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%
回答者数=813 

あてはまる ややあてはまる ややあてはまらない

あてはまらない 無回答
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４）斑鳩町の施策に関する満足度と重要度について 

 

＜ポートフォリオ ＊による分析＞ 

斑鳩町の施策に関する各項目の満足度および重要度について、下記の方法により５段階

の得点をつけ、平均得点を算出した。この評点を指標として、満足度と重要度の分析を行

った。なお、平均得点は、３点に近いほど満足度または重要度が高いことを示し、逆に－

３点に近いほど満足度が低い（不満度が高い）、または重要度が低いことを示している。 

 

【満足度・重要度の平均得点の算出方法】 

現在の満足度 今後の重要度 得点（評点） 

満足 高い ３点 

やや満足 やや高い ２点 

ふつう ふつう １点 

やや不満 やや低い －２点 

不満 低い －３点 

無回答 無回答 除 外 

 

 

■施策に対する満足度と重要度の評価 

斑鳩町の施策に対する住民の満足度の平均得点を横軸、重要度の平均得点を縦軸として

散布図を作成し、施策の優先度を示している。 

 

満足度と重要度の評価（施策の優先度） トップ 10 

順位 施策項目 優先度※ 満足度 重要度 

１ 道路・交通網 2.03 -0.27 1.76 

２ 住宅・生活環境 1.78 -0.02 1.76 

２ 防災 1.78 0.27 2.05 

４ 商工業・観光 1.56 0.11 1.67 

５ 防犯・消費生活 1.38 0.25 1.63 

６ 上下水道 1.20 0.67 1.87 

７ 風景・景観 1.13 0.69 1.82 

８ 学校教育 1.06 0.71 1.77 

９ 環境保全 0.99 0.67 1.66 

10 高齢者福祉 0.98 0.82 1.80 

※優先度＝重要度の得点から満足度の得点を引いたもの 
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① 優先度の高い施策 

現在、町が取り組んでいる各種施策についての、住民の現在の満足度と今後の重要度に

ついての評価結果をみると、特に問題となる「重要度は高いが満足度が低い」施策につい

ては、「道路・交通網」「住宅・生活環境」「防災」「商工業・観光」「防犯・消費生活」が上

位となっており、「道路・交通網」施策が最も優先度の高い施策となります。 

 

 

 

斑鳩町の施策に関する満足度および重要度のポートフォリオ ＊ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

Ｃ Ｄ 

Ｂ 
 

Ａ 
重要度が 

高い 

重
要
度 

重要度が 

低い 

満足度 

満足度が 

低い 

満足度が 

高い 

満足度

平均 0.63

重要度

平均 1.68

子育て支援

学校教育

人権・平和・男女共同参画

生涯学習・生涯スポーツ

歴史文化・芸術

健康づくり

高齢者福祉

住宅・生活環境

社会保障

防災

防犯・消費生活

住民の参加と協働

農業

商工業・観光

風景・景観

自然環境

道路・交通網 障害者福祉

環境保全

ごみ・し尿

上下水道

行財政

1.30

1.40

1.50

1.60

1.70

1.80

1.90

2.00

2.10

-0.40 -0.20 0.00 0.20 0.40 0.60 0.80 1.00 1.20 1.40

住宅・生活環境 

障害者福祉 
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② 「道路・交通網」施策の満足度および重要度 

満足度においては、いずれも「やや不満」と「不満」をあわせた“不満”の割合が、「満

足」と「やや満足」をあわせた“満足”の割合よりも高くなっています。 

重要度においては、⑤コミュニティバスの運行で「高い」と「やや高い」をあわせた“高

い”の割合がその他の項目と比べ低くなっています。 

「道路・交通網」施策では、生活道路の整備や歩道・交通安全施設の整備が求められてい

ます。 

 

「道路・交通網」施策の満足度および重要度 

 
＜満足度＞ 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 ＜重要度＞ 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

高い やや高い ふつう やや低い 低い 無回答

回答者数 = 813

①幹線道路（国道・県道など）の
　 整備

②生活道路（居住地周辺の身近な
　 道路）の整備

③既存道路の維持・補修

④歩道の確保や段差の解消

⑤コミュニティバスの運行

30.3

28.9

23.6

33.8

16.7

32.0

35.2

34.6

33.0

27.7

21.8

20.2

26.9

18.3

35.3

3.3

3.9

2.7

2.6

4.7

1.5

1.0

1.4

1.4

4.2

11.2

10.8

10.8

10.9

11.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

満足 やや満足 ふつう やや不満 不満 無回答

回答者数 = 813

①幹線道路（国道・県道など）の
　 整備

②生活道路（居住地周辺の身近な
　 道路）の整備

③既存道路の維持・補修

④歩道の確保や段差の解消

⑤コミュニティバスの運行

0.6

0.7

0.6

0.7

2.2

8.1

6.6

5.9

5.5

10.7

43.1

44.9

50.4

40.5

54.9

25.3

25.3

25.1

26.8

16.2

15.9

15.6

11.1

19.7

8.2

7.0

6.8

6.9

6.8

7.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%
回答者数=813 

回答者数=813 
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③ 「住宅・生活環境」施策の満足度および重要度 

満足度においては、②子どもの遊び場や高齢者の憩いの場としての公園の充実、③ＪＲ

法隆寺駅周辺、法隆寺周辺地区などの拠点機能の強化で「やや不満」と「不満」をあわせた

“不満”の割合が、①生活基盤の整備や快適に暮らせるような住宅地・市街地の環境整備

での“不満”の割合よりも高くなっています。 

重要度においては、すべての項目で「高い」と「やや高い」をあわせた“高い”の割合が

50％を超えています。 

「住宅・生活環境」施策では、公園の充実やＪＲ法隆寺駅周辺、法隆寺周辺地区などの拠

点機能の強化が求められています。 

 

「住宅・生活環境」施策の満足度および重要度 

 
＜満足度＞ 

  
 
 
 

 
 
 
 
 
 

＜重要度＞ 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
  

回答者数 = 813

①生活基盤の整備や快適に暮らせ
　 るような住宅地・市街地の環境
　 整備

②子どもの遊び場や高齢者の憩い
　 の場としての公園の充実

③ＪＲ法隆寺駅周辺、法隆寺周辺
　 地区などの拠点機能の強化

18.6

24.4

25.6

34.2

31.9

31.9

32.2

27.9

26.8

2.0

3.1

2.1

0.7

1.2

1.5

12.3

11.6

12.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 = 813

①生活基盤の整備や快適に暮らせ
　 るような住宅地・市街地の環境
　 整備

②子どもの遊び場や高齢者の憩い
　 の場としての公園の充実

③ＪＲ法隆寺駅周辺、法隆寺周辺
　 地区などの拠点機能の強化

0.7

0.6

0.5

6.5

3.9

5.3

64.9

49.7

52.9

14.1

25.5

19.9

5.3

12.2

12.9

8.4

8.1

8.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

満足 やや満足 ふつう やや不満 不満 無回答

高い やや高い ふつう やや低い 低い 無回答

回答者数=813 

回答者数=813 
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④ 「防災」施策の満足度および重要度 

満足度においては、いずれも「やや不満」と「不満」をあわせた“不満”の割合が、「満

足」と「やや満足」をあわせた“満足”の割合よりも高くなっています。 

重要度においては、浸水対策、地震対策、避難場所などの確保いずれも「高い」と「やや

高い」をあわせた“高い”の割合が 60％以上と高くなっており、住民の関心が高いことが

うかがえます。 

 

「防災」施策の満足度および重要度 

 
＜満足度＞ 

  
 

 
 

 
 
 
 
 
 

＜重要度＞ 

 
 
 

 
 
 
 
 
 

 

  

満足 やや満足 ふつう やや不満 不満 無回答

高い やや高い ふつう やや低い 低い 無回答

回答者数 = 813

①耐震補強などの地震対策

②河川改修などの浸水対策

③避難ルート・避難場所などの確保

1.6

1.7

3.0

8.4

9.1

12.5

58.7

52.9

52.8

16.7

19.3

16.5

5.9

8.2

7.1

8.7

8.7

8.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 = 813

①耐震補強などの地震対策

②河川改修などの浸水対策

③避難ルート・避難場所などの確保

34.9

38.1

35.3

29.4

28.7

29.4

19.9

17.5

20.0

2.3

2.1

2.0

0.9

1.0

0.9

12.5

12.7

12.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数=813 

回答者数=813 
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⑤ 「商工業・観光」施策の満足度および重要度 

満足度においては、②ＪＲ法隆寺駅周辺地区や既存の商店街、国道２５号沿いなど商業

地区における商業施設の立地誘導、④斑鳩の里をゆっくり楽しむことができる仕組みづく

りなど、町内での滞在時間の拡大で「やや不満」と「不満」をあわせた“不満”の割合が、

他の項目よりも高くなっています。 

重要度においては、①斑鳩ブランド商品の認定・ＰＲなど個性的で活力ある地元商業の

確立、②ＪＲ法隆寺駅周辺地区や既存の商店街、国道２５号沿いなど商業地区における商

業施設の立地誘導、④斑鳩の里をゆっくり楽しむことができる仕組みづくりなど町内での

滞在時間の拡大で「高い」と「やや高い」をあわせた“高い”の割合が、③自然環境や地域

と調和のとれた工業環境の整備促進や中小企業の支援よりも高くなっています。 

 

「商工業・観光」施策の満足度および重要度 

＜満足度＞ 

  
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

＜重要度＞ 

 
 
 

 
 
 
 
 
 

 

満足 やや満足 ふつう やや不満 不満 無回答

高い やや高い ふつう やや低い 低い 無回答

回答者数 = 813

①斑鳩ブランド商品の認定・ＰＲなど
　 個性的で活力ある地元商業の
　 確立

②ＪＲ法隆寺駅周辺地区や既存の
　 商店街、国道２５号沿いなど商業
　 地区における商業施設の立地
　 誘導

③自然環境や地域と調和のとれた
　 工業環境の整備促進や中小企業
　 の支援

④斑鳩の里をゆっくり楽しむことが
　 できる仕組みづくりなど町内での
　 滞在時間の拡大

1.5

1.2

0.6

1.0

11.3

5.8

4.2

5.9

52.3

49.2

64.2

52.3

17.6

20.0

14.0

19.2

5.7

13.2

4.7

11.2

11.7

10.6

12.3

10.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 = 813

①斑鳩ブランド商品の認定・ＰＲなど
　 個性的で活力ある地元商業の
　 確立

②ＪＲ法隆寺駅周辺地区や既存の
　 商店街、国道２５号沿いなど商業
　 地区における商業施設の立地
　 誘導

③自然環境や地域と調和のとれた
　 工業環境の整備促進や中小企業
　 の支援

④斑鳩の里をゆっくり楽しむことが
　 できる仕組みづくりなど町内での
　 滞在時間の拡大

19.4

23.5

14.4

25.8

34.4

36.0

27.1

33.0

27.6

22.1

39.2

24.6

3.1

3.0

3.4

2.3

1.5

2.3

2.1

1.7

14.0

13.0

13.8

12.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数=813 

回答者数=813 
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⑥ 「防犯・消費生活」施策の満足度および重要度 

満足度においては、①防犯カメラの設置など、誰もが安全で安心して暮らせるような防

犯対策の充実で「やや不満」と「不満」をあわせた“不満”の割合が、他の項目よりも高く

なっています。 

重要度においては、①防犯カメラの設置など、誰もが安全で安心して暮らせるような防

犯対策の充実が、他の項目よりも高くなっています。 

「防犯・消費生活」施策の満足度および重要度 

＜満足度＞ 

  
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

＜重要度＞ 

 
 
 

 
 
 
 
 
 

  

満足 やや満足 ふつう やや不満 不満 無回答

高い やや高い ふつう やや低い 低い 無回答

回答者数 = 813

①防犯カメラの設置など、誰もが
　 安全で安心して暮らせるような
　 防犯対策の充実

②ネット犯罪の防止に向けた教室
　 などの開催

③複雑多様化する消費生活に対す
　 る適切な知識を身につけることを
　 目的とした啓発や情報提供など
　 による消費者意識の向上

④消費者保護対策のための指導、
　 相談体制の充実

1.1

0.7

0.4

0.5

5.7

2.1

3.0

2.7

51.4

61.0

68.6

69.0

25.2

19.6

14.4

13.2

7.6

4.6

2.3

2.7

9.0

12.1

11.3

11.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 = 813

①防犯カメラの設置など、誰もが
　 安全で安心して暮らせるような
　 防犯対策の充実

②ネット犯罪の防止に向けた教室
　 などの開催

③複雑多様化する消費生活に対す
　 る適切な知識を身につけることを
　 目的とした啓発や情報提供など
　 による消費者意識の向上

④消費者保護対策のための指導、
　 相談体制の充実

32.7

17.3

12.2

12.2

33.5

33.2

34.4

32.7

18.5

30.9

36.7

37.4

3.2

3.8

3.3

3.7

1.1

1.7

0.7

1.1

11.1

13.0

12.7

12.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数=813 

回答者数=813 
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⑦ 「上下水道」施策の満足度および重要度 

満足度においては、いずれも「ふつう」の割合が最も高くなっています。②都市下水路

＊の更新・改修や③公共下水道整備の推進は、「満足」と「やや満足」を合わせた“満足”よ

りも「やや不満」と「不満」を合わせた“不満”の割合が高くなっています。 

重要度においては、いずれも「高い」と「やや高い」をあわせた“高い”の割合が高くな

っています。 

「上下水道」施策の満足度および重要度 

＜満足度＞ 

  
 
 
 

 
 
 
 
 

 

 

＜重要度＞ 

 
 
 

 
 
 
 
 
 

  

満足 やや満足 ふつう やや不満 不満 無回答

高い やや高い ふつう やや低い 低い 無回答

回答者数 = 813

①良質な水の安定供給のための
　 水源確保と水道施設の整備や
　 更新

②市街地や住宅地の都市下水路の
　 更新・改修や集中豪雨に対する
　 浸水対策の推進

③計画的かつ効率的な公共下水道
　 整備の推進

6.0

2.0

3.0

17.8

10.1

11.2

61.9

58.7

60.5

5.4

16.0

11.6

2.0

5.4

6.3

6.9

7.9

7.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 = 813

①良質な水の安定供給のための
　 水源確保と水道施設の整備や
　 更新

②市街地や住宅地の都市下水路の
　 更新・改修や集中豪雨に対する
　 浸水対策の推進

③計画的かつ効率的な公共下水道
　 整備の推進

25.6

29.2

24.8

33.0

33.7

31.1

29.4

23.9

30.1

1.2

1.4

2.0

0.5

0.9

1.2

10.3

11.1

10.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数=813 

回答者数=813 
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72.1

52.2

38.3

31.9

24.5

15.4

12.4

11.2

9.3

7.1

5.5

0.9

3.0

0 20 40 60 80

災害に強く犯罪が少ない、

安全で安心して暮らせるまち

高齢者や障害のある人、子どもなどを

大切にする保健・福祉が充実したまち

道路や公共交通、都市施設の整備が進んだ、

機能的で利便性の高いまち

歴史的な文化遺産や町並みを生かし、

観光客など多くの人が訪れるまち

緑や水辺が豊かで身近なところで

自然とふれあうことができるまち

農業・商工業がバランスよく振興し、

活力とにぎわいのあるまち

健康増進や健康づくりを推進するまち

文化・芸術を振興し、

伝統文化を大切にするまち

生涯学習や生涯スポーツの環境が整い、

活動や学習の機会が充実したまち

コミュニティや地域の活動が活発で、

住民の自治意識が高いまち

ごみの減量化や環境保全活動を推進するまち

その他

無回答

%

 

５）斑鳩町の将来像について 

将来の斑鳩町がどのような「まち」であってほしいと思うか尋ねたところ、「災害に強く

犯罪が少ない、安全で安心して暮らせるまち」の割合が 72.1％と最も高く、次いで「高齢

者や障害のある人、子どもなどを大切にする保健・福祉が充実したまち」の割合が 52.2％、

「道路や公共交通、都市施設の整備が進んだ、機能的で利便性の高いまち」の割合が 38.3％

となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【複数回答】 

回答者数=813 
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60.5

43.9

42.8

37.4

29.4

24.2

2.2

5.2

0 10 20 30 40 50 60 70

子育て支援やワーク・ライフ・バランスの充実により、

結婚・出産・子育ての希望をかなえる取組み

観光資源や自然環境といった地域資源の活用や

人や物の交流を拡大し、

地域の活性化やにぎわいを創出する取組み

健康づくりや福祉の充実など、人口減少社会でも

安心して暮らせる地域をめざす取組み

産業を振興し、雇用を拡大させて、

経済を活性化させる取組み

移住や定住・Ｕターンなど

人口流入を促進する取組み

県内の他市町村と連携して、

斑鳩町の魅力の発信や経済を活性化させる取組み

その他

無回答

%

 

６）地方創生の取組みについて 

① 人口減少 

人口減少を克服し活力ある社会をめざして、どのようなことに特に力を入れるべきか尋

ねたところ、「子育て支援やワーク・ライフ・バランスの充実により、結婚・出産・子育て

の希望をかなえる取組み」の割合が 60.5％と最も高く、次いで「観光資源や自然環境とい

った地域資源の活用や人や物の交流を拡大し、地域の活性化やにぎわいを創出する取組み」

の割合が 43.9％、「健康づくりや福祉の充実など、人口減少社会でも安心して暮らせる地

域をめざす取組み」の割合が 42.8％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【複数回答】 

回答者数=813 
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【複数回答】 

【複数回答】 

41.3

35.5

34.1

33.8

26.0

25.6

11.9

5.8

3.1

2.6

11.6

0 10 20 30 40 50

幼稚園・保育所・認定こども園などの施設の拡充

緊急・一時的な子どもの預かりサービスの充実

子どもを預かる施設の教育・保育の質の向上

子育てに関する母子の保健・医療体制の充実

子どもを預かるサービスの時間の延長

子育てに関する金銭的なサポートや現物給付

子育てに関する施設・サービス・イベントなどの情報提供の充実

子育てに関する講座・イベント・講演会の実施

行政が行うサービスをこれ以上増やす必要はない

その他

無回答

%

61.9

39.4

25.8

23.1

20.8

18.6

13.3

11.2

2.1

8.1

0 20 40 60 80

歴史文化遺産、自然など本町の特色を活かした観光産業の振興

企業誘致、起業しやすい環境の整備などによる新規産業の創出

学校、企業等と連携したキャリア教育の推進等若者の人材育成

生産性向上や商圏拡大の支援などによる商工業の振興

６次産業化・ブランド化などによる農林水産業の振興

無料Wi‐Fiの設置などによる、IoT技術を活用した社会基盤の整備

女性管理職の登用拡大や職域拡大など女性の活躍促進

産業振興につながる輸送経路の整備

その他

無回答

%

 

② 出産・育児 

出産・育児に関するサービスとして、どのようなことに力を入れるべきか尋ねたところ、

「幼稚園・保育所・認定こども園などの施設の拡充」の割合が 41.3％と最も高くなってい

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 地域経済 

地域経済の活性化をはかるために、どのようなことに力を入れるべきか尋ねたところ、

「歴史文化遺産、自然など本町の特色を活かした観光産業の振興」の割合が 61.9％と最も

高く、次いで「企業誘致、起業しやすい環境の整備などによる新規産業の創出」の割合が

39.4％、「学校、企業等と連携したキャリア教育の推進など若者の人材育成」の割合が

25.8％となっています。 

 

  

回答者数=813 

回答者数=813 
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【複数回答】回答数＝813 【複数回答】回答数 = 813 

【複数回答】回答数＝813 【複数回答】回答数＝813 

39.5

39.4

37.8

34.7

25.8

11.3

9.8

5.0

5.0

3.1

5.2

0 10 20 30 40 50

景観に配慮した住宅地の形成

密集住宅地の解消、

災害に強いまちづくり

既存住宅地の居住環境の向上

高齢者、障害のある人に配慮した

住宅地の形成

まちのにぎわい

新しい住宅地の開発

農村集落地の居住環境の向上

中高層住宅地の充実

現在のままでよい

その他

無回答

%

46.5

39.7

36.8

26.8

24.1

8.7

1.2

7.1

0 10 20 30 40 50

地域に密着した商店の育成、

地元店舗の共同化、活性化

幹線道路沿道における

沿道サービス系商業施設の誘致

中心商業地の活性化

駐車場の確保

郊外における大型店の誘致

現在のままでよい

その他

無回答

%

45.8

26.1

24.7

22.0

13.7

18.8

0.9

9.2

0 10 20 30 40 50

緑化の推進など

周辺環境との調和

既存工業の活性化

住宅と工場の混在の解消

企業誘致の推進

新たな工業団地の整備、

集団化の促進

現在のままでよい

その他

無回答

%

36.8

36.0

26.3

22.0

1.8

11.1

0 10 20 30 40

農地の積極的な保全

農業基盤の整備

立地条件に合わせ住宅地や

工業地・商業地等に転用

現在のままでよい

その他

無回答

%

 

７）都市計画等について 

① 都市計画の今後の取組み 

都市計画等の今後の取組みについて、いずれの項目でも「現在のままでよい」とする回

答は少なく、まちづくりにおいて何らかの改善が求められています。特に、道路・交通にお

ける「生活道路の整備」「歩道や交通安全施設（照明、ミラーなど）の整備」、公園・緑地

＊等における「公園や子どもの遊び場の整備」、幹線道路沿道の土地利用における「商業系

施設などの誘致」において割合が高くなっており、身近な生活における歩行環境の充実や

公園、商業系施設の整備など、生活の安全や利便性の向上につながる取り組みが求められ

ています。 

斑鳩町のまちづくりの各分野において重要だと思うこと 

＜住宅地＞      ＜商業地＞ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

＜工業地＞    ＜農地＞ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

回答者数=813 回答者数=813 

回答者数=813 回答者数=813 
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55.7

49.0

48.5

10.1

7.9

1.2

5.5

0 10 20 30 40 50 60

公園や子どもの遊び場の整備

避難場所となる防災公園の整備

自然環境の保全

親水空間の整備

現在のままでよい

その他

無回答

%

52.3

17.2

14.4

11.4

19.9

2.6

9.5

0 10 20 30 40 50 60

商業系施設などの誘致

開発の抑制

住宅開発

工業系施設などの誘致

現在のままでよい

その他

無回答

%

【複数回答】回答数＝813 【複数回答】 

【複数回答】回答数＝813 

53.3

50.9

32.7

30.3

25.1

18.8

12.5

2.2

2.2

4.2

0 10 20 30 40 50 60

生活道路の整備

歩道や交通安全施設

（照明、ミラーなど）の整備

幹線道路の整備

街路樹や歩道の舗装など景観に

配慮した美しい道路の整備

バスの利便性向上

ユニバーサルデザインや

バリアフリーへの配慮

鉄道の利便性向上

現在のままでよい

その他

無回答

%

 
 

＜道路・交通＞     ＜公園・緑地 ＊等＞ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

＜幹線道路沿道の土地利用＞  

 
 
 
 
 
 
 
 
  

回答者数=813 回答者数=813 

回答者数=813 



44 
 

26.7

25.2

23.2

20.8

19.1

18.2

18.1

16.4

16.2

14.5

14.1

13.9

7.0

6.6

2.2

7.0

0 5 10 15 20 25 30

幹線道路からＪＲ法隆寺駅までのアクセスの強化

ＪＲ法隆寺駅から法隆寺までの

歩行者ルートの設定、案内看板の設置

法隆寺周辺の電柱、電線類の景観改善や道路美装化

法隆寺周辺への宿泊施設の誘致

ＪＲ法隆寺駅周辺の空き家活用

浸水被害防止のための三代川の改修

奈良公園から法隆寺までのバス路線など、

広域交通アクセスの強化

法隆寺周辺のマルシェ･ｉセンター･レンタサイクル基地など

観光施設の整備

斑鳩ブランド(農作物･グッズ･グルメ･書籍など)のＰＲ･販売

ＪＲ法隆寺駅～法隆寺～法起寺･法輪寺の回遊性の改善

歴史資源(史跡･寺社)を活用したイベントの開催

ＪＲ法隆寺駅前における都市機能

(商業･子育て支援など)の集積

法隆寺周辺の建造物の修景整備に対する助成

奈良市内(奈良公園･平城宮跡･西ノ京他)などとの

連携を踏まえた、自転車道の整備

その他

無回答

%

 

② 法隆寺周辺やＪＲ法隆寺駅周辺地区のまちづくり 

法隆寺周辺やＪＲ法隆寺駅周辺地区のまちづくりについては、「幹線道路からＪＲ法隆寺

駅までのアクセスの強化」や「ＪＲ法隆寺駅から法隆寺までの歩行者ルートの設定、案内

看板の設置」などの割合が高く、交通アクセスの強化や歩行環境の充実が求められていま

す。 

 

法隆寺周辺やＪＲ法隆寺駅周辺地区のまちづくりにおいて力を入れるべきこと 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

【複数回答】 

回答者数=813 
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（３）調査結果の総括 

１）斑鳩町の暮らしやすさの評価は高く、定住意向も強い 

町への住みやすさの評価は、「住みよい」と「どちらかというと住みよい」をあわせた“住

みよい”の割合が 84.0％と、平成 20 年度調査や平成 27 年度調査より改善し、大半の住

民が“住みよい”と評価しています。 

また、「これからも斑鳩町に住み続けたい」の割合が 78.6％と、平成 20 年度調査や平

成 27 年度調査より増加しており、定住意向が高まっていることがうかがえます。 

住民の多くは、斑鳩町は住みやすく今後もこの町に住み続けたいという考えを持ってお

り、平成 20 年度調査や平成 27 年度調査よりさらに高まっています。 

一方で、今後の居住意向について約 1 割の方は「引越す予定がある」「引越したい」と回

答しており、引越す・引越したい理由は買物など日常生活が不便であるという回答が多く、

より定住性を高めるためには、生活の利便性を向上させていくことが課題となります。 

 

 

２）日頃の意識や日常生活については、災害に関する取組みなどにおいて見直しも必要 

生活全般をとおしてみると、「防災訓練などへの参加」、「近所の公園の利用」、「他の世代

や外国人との交流やふれあい」といったものは、住民の利用・取組みが低く、生活の中で十

分に機能していない面が見られます。 

特に、「防災訓練などへの参加」など防災関係の項目での参加や備えの状況が低いことか

ら、参加しやすいあり方を検討するなど、防災意識の高まりが具体的な行動につながるよ

う支援していくことが必要です。 

また、「近所の公園の利用」、「他の世代や外国人との交流やふれあい」といった項目につ

いては、本町において既存の施設やすでに実施している事業があるものの、アンケート結

果としては利用・取組みが低いことから、住民目線からの利用のしやすさや、公的支援の

あり方などの見直しの検討が必要になります。 
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３）斑鳩町の取組みについては、「道路・交通網」施策が最も優先度の高い施策 

現在町が取り組んでいる各種施策についての、住民の現在の満足度の評価結果について、

満足度が高いのは、「健康づくり」「ごみ・し尿」「子育て支援」「生涯学習・生涯スポーツ」

「人権・平和・男女共同参画」等にかかわる項目となっています。 

一方、満足度が低いのは、「道路・交通網」「住宅・生活環境」「商工業・観光」「防犯・消

費生活」「防災」等にかかわる項目となっています。 

特に問題となる「重要度は高いが満足度が低い」施策については、「道路・交通網」「住

宅・生活環境」「防災」「商工業・観光」「防犯・消費生活」が上位となっており、「道路・交

通網」施策が最も優先度の高い施策となります。 

「道路・交通網」施策では、生活道路の整備や歩道・交通安全施設の整備が求められてい

ます。 

「住宅・生活環境」施策では、公園の充実やＪＲ法隆寺駅周辺、法隆寺周辺地区などの拠

点機能の強化が求められています。 

「防災」では浸水対策や地震対策、避難場所などの確保、「商工業・観光」では商業地区

における商業施設の立地誘導や町内での滞在時間の拡大、「防犯・消費生活」では防犯対策

の充実が求められています。 

 

 

４）町の将来像については、犯罪や災害などに対する安全・安心の強化とともに、保健・

福祉の充実が求められている 

住民が望む町の将来像は、「災害に強く犯罪が少ない、安全で安心して暮らせるまち」が

最も高く、次いで「高齢者や障害のある人、子どもなどを大切にする保健・福祉が充実した

まち」「道路や公共交通、都市施設の整備が進んだ、機能的で利便性の高いまち」となって

います。防災面では、特に河川改修などの浸水対策が求められています。 

平成 27 年度調査より「災害に強く犯罪が少ない、安全で安心して暮らせるまち」「高齢

者や障害のある人、子どもなどを大切にする保健・福祉が充実したまち」を望む声が高く

なっており、防犯・防災面と福祉の面で安全・安心に暮らせるまちが一層求められていま

す。 
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５）人口減少の克服にむけた取組みとして、子育て世代への支援、特に子どもを預ける場

の充実が求められている 

人口減少の克服にむけて力を入れるべきことについては「子育て支援やワーク・ライフ・

バランスの充実により、結婚・出産・子育ての希望をかなえる取組み」の項目が最も高く、

子育て世代への支援が重要であると考えていることがうかがえます。 

また、出産・育児に関するサービスで力を入れるべきことでは、「幼稚園・保育所・認定

こども園などの施設の拡充」「緊急・一時的な子どもの預かりサービスの充実」「子どもを

預かる施設の教育・保育の質の向上」などの割合が高く、全国的に共働き世帯が増えてい

る中、子どもを預ける場の質・量両面からの充実が求められています。 

地域経済の活性化のため力を入れるべきことでは、「歴史文化遺産、自然など本町の特色

を活かした観光産業の振興」が他の項目に比べ突出して高く、町の特色である歴史文化遺

産を活かした観光産業を更に振興していくことが求められています。 

 

 

６）まちづくりにおいて歩行環境の充実や公園、商業系施設の整備など生活の安全や利便

性の向上につながる取り組みが求められている 

都市計画等の今後の取組みについて、いずれの項目でも「現在のままでよい」とする回

答は少なく、まちづくりにおいて何らかの改善が求められています。特に、道路・交通にお

ける「生活道路の整備」「歩道や交通安全施設（照明、ミラーなど）の整備」、公園・緑地

＊等における「公園や子どもの遊び場の整備」、幹線道路沿道の土地利用における「商業系

施設などの誘致」において割合が高くなっており、生活の安全や利便性の向上につながる

取組みが求められています。 

法隆寺周辺やＪＲ法隆寺駅周辺地区のまちづくりについては、「幹線道路からＪＲ法隆寺

駅までのアクセスの強化」や「ＪＲ法隆寺駅から法隆寺までの歩行者ルートの設定、案内

看板の設置」などの割合が高く、交通アクセスの強化や歩行環境の充実が求められていま

す。 
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３．都市づくりの課題 

斑鳩町の現状や住民意向調査結果、関連計画の動向などをふまえ、今後の斑鳩町の都市づ

くりの課題を次のとおり抽出します。 

 

（１）利便性、安全性、快適性の高い身近な生活環境の整備 

○幹線道路沿道の土地利用においては、商業系施設などの誘致を求める声が多く、生活の

利便性の向上につながる取り組みが求められています。 

○大地震や集中豪雨などによる災害の危険性が高まるなか、防災対策は住民からも特に重

要度の高い取り組みと認識されており、建築物の耐震性の向上や浸水対策、河川改修の

促進など都市の防災性の向上が求められています。 

○町が取り組んでいる各種施策のうち、子育て支援の重要度が高く、子育てがしやすく、

子育て世代が働きやすいまちづくりが重要となります。 

○公共下水道の未供用区域が残っており、快適なくらしの実現にむけ、引き続き下水道事

業を推進していくことが必要です。 

 

（２）高齢者、障害者等に配慮した移動環境の整備 

○幹線道路や生活道路の整備、歩道の確保などの安全対策が求められているとともに、段

差の解消などバリアフリーによる歩行環境の整備が求められています。 

○車依存の進行と高齢者が運転を継続せざるを得ない環境等が課題となるなか、今後高齢

者が更に増加していくことからも、コミュニティバス等の移動手段の確保が求められて

います。 

 

（３）観光の魅力の向上と地域資源の活用 

○法隆寺周辺は、町を代表する歴史的・文化的遺産が集積している地域であり、今後も、電

柱類の景観改善や道路の美装化など、歴史的な景観保全が求められています。 

○ＪＲ法隆寺駅周辺は、住民だけでなく、多くの観光客が訪れる町の玄関口としての機能

の充実や幹線道路からの交通アクセスの強化、景観の形成が求められています。 

○法隆寺周辺とＪＲ法隆寺駅周辺を結ぶルートにおいて、来訪者が往来しやすい交通アク

セスの強化や歩行環境の充実が求められています。 

○本町に点在する、歴史、自然、文化や生活面における様々な資源を結びつけ、活用してい

くためにこれらの資源を利用した拠点の整備や周遊観光ルートづくりなどのネットワー

ク化を充実することが求められています。  
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（４）都市機能の充実と景観の保全と活用 

○山林、農地、市街地のバランスのとれた現状の土地利用を維持するため、引き続き山林、

農地を保全していくことが求められています。 

○耕作放棄地は引き続き増加傾向にあることから、農地空間の活用や農業施設の整備、担 

い手の育成などを通じて農地を維持するとともに、田園景観の保全に取り組んでいくこ 

とが求められています。 

○時代の潮流として、人口減少社会に対応するコンパクトなまちづくりや空き家対策、既

存ストック ＊の活用等が求められています。 

○ポストコロナ ＊時代を見据えて、感染症に強い社会環境の整備や二地域居住 ＊の促進な

ど「新しい生活様式 ＊」に対応した都市環境との調和が求められています。 

○市街地においては、計画的な市街地整備と都市機能の充実が求められています。 

 

都市づくりの課題 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○商業系施設などの誘導による利便性の向上 
○建築物の耐震性の向上や河川改修などの浸水対策による

都市の防災性の向上 
○子育てがしやすく、働きやすいまちづくり 
○公共下水道の整備 

１．利便性、安全性、快適性
の高い身近な生活環境の
整備 

○法隆寺周辺の歴史的な景観保全 
○ＪＲ法隆寺駅周辺の機能の充実 
○ＪＲ法隆寺駅周辺、法隆寺周辺の交通アクセスの強化、歩

行環境の充実 
○点在する様々な資源を利用した拠点整備とネットワーク

化 

３．観光の魅力の向上と地域
資源の活用 

○バランスのとれた土地利用の維持 
○田園景観の保全 
○農地空間の活用や農業施設の整備など農地の維持 
○コンパクトなまちづくり、空き家対策、既存ストック＊の

活用 
○新しい生活様式＊に対応した都市環境との調和 
○計画的な市街地整備と都市機能の充実 

４．都市機能の充実と景観の
保全と活用 

○生活道路の整備や歩道設置など安全対策の推進 
○バリアフリーによる歩行環境の整備 
○公共交通の確保と充実 

２．高齢者、障害者等に配慮
した移動環境の整備 
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